
はじめに

蛍光顕微鏡イメージングは，いまや生命科学系の研究者にとって必須の研究ツールとな

りつつある．しかし，実際にイメージングを行っている研究者は，その原理や正しい使い

方がわからないまま使っていることも多く，十分な成果があげられないばかりか，やり方

によっては間違った結論を出す可能性もあり，適切な教育が熱望されている．

そのような状況から，大阪大学大学院理学研究科２１世紀 COEプログラムと北海道大

学２１世紀 COEプログラムは共同して，博士課程の大学院生や若手の研究者を対象に，

蛍光顕微鏡の原理や使い方を教える「細胞生物学ワークショップ」を開催してきた．この

ワークショップは，１年に２回，「大学院トレーニングコース１―基礎から中級―」と

「大学院トレーニングコース２―中級から上級―」に分けて，それぞれ初心者向けと上級

者向けに，講義と実機を用いた実習を行うものであり，４年にわたって開催されてきた．

蛍光イメージングの第一線で活躍する講師陣によるこれらの講義と実習は，生きた細胞で

の蛍光イメージングをめざす受講生にとって，研究に必要な実践的な知識と技能を得るの

に大きく貢献してきた．

本書は，そのワークショップの講師陣を中心に，ワークショップで行った講義と実習の

内容をまとめたものである．これから蛍光顕微鏡イメージングを行おうとする者に，基本

から応用まで実践的な知識を与えることを目的に書かれている．そのために，顕微鏡装置

やイメージング法の基本的知識を記述した講義編に加えて，試料の調製法や解析法につい

て実践的な内容を実習編に記述した．実際のコースでは，講義編の内容を午前中に講義し，

対応する実習編の内容を午後に実機講習，夜にデータ解析というプログラムを５日間くり

返し，６日目に受講生によるデータ発表をもってコース修了としている．プログラムの詳

細は http://www−karc.nict.go.jp/w131103/CellMagic/meeting_n.htmlに公開している．

これから蛍光イメージングをやってみようと思っている人，イメージングをやってみた

がうまくいかなかった人，データ解析の方法がわからない人に必読の書であると確信して

いる．実習編では，蛍光顕微鏡の講習会に必要な講義内容や試料の準備，実験の手順につ

いて再現しているので，これから同様の講習を行おうとする教師にとっても役に立つもの

になっている．この本が，これから蛍光顕微鏡法を学ぶ，あるいは教える研究者にとって

なんらかの「道しるべ」となることを願っている．

２００７年９月

編者 原口徳子
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新版のはじめに

生細胞蛍光イメージングは，いまや生命科学系の研究者にとって必須の研究ツールとな

っている．しかし，実際に研究を行っている研究者は，その原理や正しい使い方が分から

ないまま使っていることも多く，十分な成果が挙げられないばかりか，やり方によっては

間違った結論を出す可能性もあり，適切な教育が熱望されている．そのような状況から，

２００３年より，大学院博士課程の大学院生や若手の研究者を対象に，蛍光顕微鏡の原理や

使い方を教える「細胞生物学ワークショップ」を開催してきた．そして開始から５年目と

なる２００７年に，講師陣を中心にワークショップでの講義と実習の内容をまとめ，『講義と

実習 生細胞蛍光イメージング』として出版し，教科書としてきた．

しかしそれから８年が経ち，その間に超解像顕微鏡法が開発され（２０１４年ノーベル化

学賞），新しいイメージング法に適する蛍光プローブや新規の画像処理法が開発されるな

ど，この分野は日進月歩の勢いで進んできている．また，当時は発展過程にあった FRAP

技術なども成熟してきた．そのような状況を鑑みて，最新の内容を加えて新版を作ること

になった．新版の出版にあたって最もうれしいことは，過去のワークショップの受講生が

執筆者に加わっていることである．

本書は，これから蛍光顕微鏡イメージングを行おうとする者に，基本から応用まで実践

的な知識を与えることを目的に書かれている．そのために，顕微鏡装置やイメージング法

の基本的知識を記述した講義編に加えて，試料の調製法や解析法について実践的な内容を

実習編に記述した．これから蛍光イメージングをやってみようと思っている人，イメージ

ングをやってみたがうまくいかなかった人，データ解析の方法が分からない人に必読の書

であると確信している．実習編では，蛍光顕微鏡の講習会に必要な講義内容や試料の準備，

実験の手順について再現しているので，これから同様の講習を行おうとする教師にとって

も役に立つものになっている．この本が，これから蛍光顕微鏡法を学ぶ者にとって，また

教える者にとって，道しるべとなることを願っている．

２０１５年１０月

編者 原口徳子

木村 宏

平岡 泰
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